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ひと足はやく

　　お正月気分

６年 口
口
員
」

貼
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　町児童諧巨例の餅つき会が12月10日、母親クラブ（岡本

志会長）、六美第二あけぼの会（清水可清会長）の協力を

得て行われました。

　これは、こどもたちに臼と杵を使った餅のつき方を実際

に見て体験してもらおうと毎年行われているもので、当日

は子どもたちやお母さんを中心に１１０名が参加、子ども

たちは餅つきを見学後、杵を握り餅つきにチャレンジ、つ

きたてのお餅を食べて、ひと足はやくお正月気分を味わい

ました。
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ゴ
ミ
処
理
の
現
状

　
町
で
は
、
家
庭
か
ら
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処

理
に
は
、
左
表
の
よ
う
に
多
額
の
経
費

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
ゴ
ミ
の

排
出
量
の
増
加
に
と
も
な
い
、
焼
却
作

業
を
２
交
替
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
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こ
の
よ
う
な
中
で
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
一
つ

で
ゴ
ミ
が
減
量
さ
れ
、
処
理
が
円
滑
に

進
み
、
し
か
も
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼

却
施
設
や
前
処
理
施
設
な
ど
の
機
械
設

備
の
故
障
な
ど
が
少
な
く
な
っ
て
長
持

ち
す
る
ば
か
り
か
、
多
額
の
処
理
経
費

が
節
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ

い
て
真
剣
に
お
考
え
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ

平成5年度ゴミ処理経費

を
少
な
く
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、
「
き

ま
り
」
や
「
約
束
ご
と
」
を
必
ず
守
り
、

処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１ｔ当たりのごみ

処　理　経　費

燃えるゴミ 約　　　　21,100円

燎lえないごミ
ガラス・ビン類 約　　　　76,800円

１世帯から排出

されるごみ処理

年　間　費　用

燃えるゴミ 約　　　　16,380円

燃えないゴミ
ガラス・ビン類 約　　　　12,210円

計 約　　　　28,590円
心

壬生町のごみを収集

処理するのに１年間

でかかる費用

燃えるゴミ 約　　1億9,800万円

鰹lえないゴミ
ガラス・ビン類 約　　1億4刀O万円

計 約　　3億4,570万円

家
庭
用
ゴ
ミ

　
処
理
器
設
置
に

　
　
　
　
補
助
金

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」

お
よ
び
’
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
」
の
設

置
者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
多
く
の
家
庭
で
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ

処
理
器
を
利
用
さ
れ
て
、
ゴ
ミ
の
減
量

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。家

庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置

事
業
補
助
金
交
付
制
度

　
一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」

お
よ
び
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
」
を
購

入
・
設
置
し
た
場
合
、
本
体
購
入
価
格

の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
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あなたも一役

加(頑

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

　
　
も
う
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
協
力
団
体
に
報
償
金

　
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
し
た
団

体
に
対
し
、
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
回
収
運
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
資
源
ゴ
ミ
回
収

　
報
償
金
交
付
制
度

　
１
回
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
二
四
肢
以
上

を
共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者
に
売
却
し

た
団
体
に
は
、
回
収
重
量
１
肢
に
つ
き

５
円
と
Ｉ
回
の
回
収
で
３
千
円
の
報
償

金
を
交
付
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
ペ
ツ

ト
ボ
ト
ル
ー
回
の
回
収
で
2
0
0
本
以
上
を
共
同
集
荷
し
た

団
体
に
対
し
、
１
本
に
っ
き
５
円
の
報
償
金
を
交
付
し

ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
（
万
町
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治
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ゴミの分け方･出し方

家庭ゴミ

-

燃えるごみ
ガラス・ビン類

(ガラスとガラス製ビンの総称)

　燃えないごみ

(ガラス･ビン類以外の不燃性ごみ)

■セトモノ、鍍、電球、乾電池等

・こうもり、金属缶類、ｽﾌﾟﾚｰ缶等

・小さな電気製品類､机､ｶｰﾍﾟｯﾄ等

・一斗缶､石油ストーブ､自転車等

■テレビ、冷蔵庫、洗濯機

●テレビ、冷蔵庫、洗濯機を取り

　替える場合は、不用物は必ず販

　売店に引き取ってもらってくだ

　さい。

●スプレー缶は、必ず穴をあけ、

　ガスをぬいてください。

⑩

生ごみ 紙くず 訣
●生ごみは、よく水きりして、ポ

　リ装に入礼装の□を縛ってくだ

　さい。

●本くず、板くず、本の枝などは

　60cm以下に切って、紐でしっか

　り結び束にして、直径20cm以下

　にして出してください。

●資源ごみはステーションに出さ

　ないで、自治会・育成会等の資

　源ごみ回収に出してください。

■不用となったガラス

■割れたガラス

■ガラス製空ビン、割れビン

■ガラス製の容器など

●ガラス等は丈夫な袋に入れて出

　してください。

３
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平成６年度上半期

－･一般会計歳ﾆ入(歳/出状況

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理

解していただくとともに、納められた税金や

国・県支出金がどのように使われているかを

知っていただくために、「財丿政状況の公表に

関する条例」に基づき、年２回（「広報みぶ」

６月・12月号）公表しております。

　今回は、平成６年度上半期（平成６年４月

から９月30日）の収入・支出の状況について

お知らせします｡づ　　　…………､上1………………

「¬予算現額

F回F可上半期収入･支出額

二内は収入･支出額

歳入≒ﾑ　　　　　　5　　　　　　　　　10　　　　　　　　15　　　　　　　　20　　　　　　　25卒一一

5但

ﾂｴ詣ﾌﾟﾔ
円訃　5,039万9千円

万
言仁

｢ﾖ　　3,185万1千円

万端　　7,841万斤円

　繰入金
3億554万2千円

予算税額111億6,096万1千円

　　二回コ
　　［フ
　　［回∩
ご［］二コ

W

2億2

ﾕ詰

千円　　　趨I貼万7千円

＼

ダﾐー

ﾑﾚﾀﾞ　＼

｀へ之ダ

/
ﾌ,ﾌﾌO万2千円　　||　巾祭具千｢ﾖ

　　　　　　　　　　我人済能47億ﾌ,760万8万円　支出済額39億8,189万8千円
　　　　諸収入
　　2億2,106万3千円　　.1　　3･521万5千円

　　使用料及び手数料　i J.
　　1億3,461万2千円　　ド　　9,509万円

　　自動車取得税交付金　万一

　　　1億3,000万円　　訟.'　　5,230万斤円

　　　利子割交付金　　比

　　　1億2･500万円　　，E　　6･473万1千円

　　分担金及び負担金　・

　　1億1,688万6竿j≒　　蔚　　5,559万円

四回コ

　　　6,500万円　　　　
○万作回]回]已⊃

　　　財産収入皿こ

　　　寄附合二匹

　　　　　７のｴ目Hに認諾竺

　　　2億6･828万9千円　　　5億6,ｽﾔ万で)千円

　　3億2･488万6千円題　　7億1,昔Uﾂt千円

⑩引亘匠①目貫百韻聊m,｡｡1o白菊で5ヨェレ

　(亘号泣紆①願，　　　　　10億九回ﾚ円

　(亘拐引亘①|。　　10億5竺荒千円

　　　　　EII豆雲割拠|，　　　　　　　　　　　　総務費

　③回尚亘回⊇)回言回賜聯………　　　H億46万2千円

③亘京子胆謂　　　ｕ詣で八田

[ここ回回ご二卜怒号]ﾜ)二　　　　　　(半可白煙)||………　　　　　36億9言荒土｢ｮ

m　こ≒ 15　　　　　　　　10　　　　　　　　5 ｴﾋ･　　科目と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威出予鈴額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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予算額

収入済額

支出済額

21億3,377万4千円

8億7,836万円

7億4,234万3千円

予算額　15億3,997万9千円

収入済額　3億　134万1千円

支出済額　6億2,060万1千円

※収支の不足額は，一般会計

　から運用しました。

予算額

収入済額

支出済額

　156万6千円

113万6千円

128万4千円

※収支の不足額は、一般会計

　から運用しました。
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予算額

収入済額

支出済額

22億3,980万5千円

8億7,050万6千円

7億9,303万ﾌ千円

財政状況を

税の負担状況

Q言言会1言言

　脊　　Ｏ
12,536円 町　民　税 牡117円

34,170円 固定資産税 112,076円

4,567円 都市計㈲税 14,980円

2,087円 町たばこ税 6,847円

851円 軽自動車税 2,791円

54,211円 合　計 177,811円
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お年寄りをお預かりして､送迎､入浴、日常動作訓練などを行っています

月,._一三三五　一　二　　｀y｀真二影ご訟こ・　三回　’゛　　　　　収益的収支

　　　りり゛7 ”m何何g〃ψgg訓||　附M四慧g　凰凪gS曹一慰a

予算額　　3億1､116万6千円

収入済額

支出済額　　　　520万4千円

※収支の不足額は、一般会計

　から運用しました。

資本的収支

　予算額　4債6,598万4千円　　予　算　額　　4債3,182万3千円

　事業収益　3債4,357万1千円　　資本的収入　　　　　74万2千円

　事業費用　3債1,945万1千円　　資本的支出　　　　5,861万3千円

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は，過年度及び当年

　度分損益勘定留保資金，減債積立金，建設改良積立金で袖てんしまし

　た。

５
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主なできごと

１月　５日・賀詞交歓会

　　　15日・成人式

２月　14日・道路愛護連合会表彰（松原、下町松

　　　　　　寿会、藤井万年青会老人クラブ）

　　　18日・老人演芸大会及び作品展

　　　19日・町消防団消防演習

　　　20日・第８回町民剣道大会

　　　26日・公民館、資料館まつり（～27日）

　　　27日・第２回壬生町健康ロードレース大会

　　　　　　・消費生活展

３月　２日・第１回定例議会（～10日）

　　　５日・楽しい軽スポーツ教室

　　　　　　　　　　　　　　（6 ・12・13・20田

　　　12日・北公民館まつり

　　　13日・町綱引き大会

　　　27日・無投票で町長、町議会議員決まる

４月　１日・おもちゃのまち駅自転車駐車場オー

　　　　　　プン

　　　８日・しののめ桜まつり（～17日）

　　　19日・清水英世町長、初登庁（2期目）

　　　22日・第２回臨時議会。大山章一議長、荒

　　　　　　川誠一副議長就任

　　　　　・家庭緑化用苗木無償配布会

　　　24日・第13回町消防団ポンプ操法大会

５月　15日・中央公民館講座合同開講式

　　　29日・町テニス､バドミントン大会

６月　３日・町民ゴルフ大会

　　　　　・老人クラブゲートボール大会

　　　５日・環境美化キャンベーン

　　　21日・第３回定例議会（～27日）

　　　26日・第８回町民柔道大会

７月　２日・青少年健全育成町民のつどい

　　　３日・町消防団水防訓練

　　　７日・八坂祭（～16日）

　　　15日・壬生町教育文化祭

　　　17日・第46回下都賀郡民体育祭（24日）

　　　　　・富士山古墳出土の家形埴輪、国内最

　　　　　　大級と確認される

　　　18日・第４回臨時議会　　　　　　　　　、

　　　20日・羽生田土地改良竣工式

　　　21日・県議会土木委員会が黒川河川改修地

　　　　　　を現地調査

　　　28日・児童文化教室（～30日）

６

　師走も残りすくなくなり、今年も終わりをつ

げようとしています。

　みなさんはこの１年、

う。犬…………………ﾔ…………

どんな年だったでしょ

町の主なでｹきﾌ=,ごとを見方がらぺy{……1.1こ｡1万･め１

り返ってみましょう。

ソレゾ尹竪にを祝い燧∧弐が行われる

　　　　　　　　　　　　　土圧引５日）

年をふ｜

　　　｜

　　　｜

　　　｜

______________」

利用者の利便、放置自転車の追放、そして美観

ど且好⑤交通頌墳を守るため、おもちやのまち

駅胆牡玉駐車帽が4月1日オーブン



フ

8月　1日・町消防団夏季点検

　　　　　・アントニーピータールントさん（英

　　　　　　国）英語指導助手（ＡＥＴ）に着任

………:……………31ご日……,壬生町更生保護婦人会15周年記念式

　　　　　典

　　　　　・図書館化石切手展(～２８日)

　　　!９日・ふれあいプール今年入場者10万人突破

　　　2１日・町民水上フJr,ステバル大会

　……　のお祝い　　　　　　ご　白

１０月　１日・町ナイターサッカー大会（～18日）

　　　10日・菜25回町民歩け歩け大会兼ファミリ

　∧　………
よy　－
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キング大会…
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ぎ日
･;生涯学習町民めつ77どい］……=･･j……:……ﾚ………゜.’.:…………=………………

　　　i6ED菜16回壬生町文化祭（ド11月13日）／

　　　　　・

資料館特別展

　　　　　　（慈覚大師円仁展

～11月20日）

　　　万……

…・

健康ふくしまつり　　　　　ノ

……:

…

…………き･3日白菜yS･………回壬生町jシ……ｸJl

l･.!･J･.･泳･=
.･－一一

ｼ･一

一ョン=一犬一一会

　　　25日・一般廃棄物最終処分場起工式　………

　　　29日・大師まつり（～11月３日）

１１月　２日・自治功労者20名表彰

　　　３日・総合産業祭

‥　

…　

……

……

多年奄ふ、

平成６年の

赳
覚
大
師
（
壬
生
円
仁
）
の
生
誕
一
千
二
百

年
を
記
念
し
て
Ｔ
ふ
る
さ
と
発
見
　
大
師
ま

つ
リ
」
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
七
月
2
9
臼
～
月
月
３
且

小
雨
降
る
中
多
く
の
方
が
参
加
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ン
ブ
ラ
リ
ー

-



壬生町おもちや博物館

シンボルマーク
　　　　　決まるおもちや博シンボルマーク

人
選
は

田
中
成
行
君
（
言
語
）
の
作
品

　
町
で
は
、
来
春
４
月
オ
ー
プ
ン
の
『
壬

生
町
お
も
ち
ゃ
博
物
館
』
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
果
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
７
月
に
県
内
の
小
・
中
・
高
校

生
を
対
象
に
作
品
募
集
を
行
い
、
町
内

外
の
小
学
校
3
6
校
２
、
３
４
８
点
、
中

学
校
１
８
校
５
０
５
点
、
高
等
学
校
８
校

２
９
８
点
の
総
数
３
、
１
５
１
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
を
表
現
・

W

象
徴
す
る
も
の
だ
け
に
、
お
も
ち
ゃ
や

漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
し
た
も
の

の
ほ
か
、
町
の
特
産
か
ん
ぴ
ょ
う
を
デ

ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
坂
本
廣
樹
県
デ
ザ
イ
ン
協

会
長
を
審
査
委
員
長
に
、
犬
山
町
議
会

議
長
、
平
田
好
雄
お
も
ち
ゃ
団
地
協
同

壬
生
東
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　
　
田
中
成
行
君

「
ゼ
ン
マ
イ
と
ね
じ
回
し
」
を

　
イ
メ
ー
ジ
し
た
田
中
君
の
作
品

組
合
理
事
長
、
増
山
貞
夫
町
商
工
会
長
、

榎
本
町
教
育
長
の
５
氏
が
あ
た
り
、
９

月
2
2
日
に
、
町
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広

場
体
育
館
に
お
い
て
、
３
次
に
わ
た
る

慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
「
ゼ

ン
マ
イ
と
ね
じ
回
し
」
を
イ
メ
九
ン
し

た
壬
生
束
小
学
校
４
年
の
田
中
震
行
君

の
作
品
が
見
事
人
選
に
輝
き
ま
し
た
に
　
　
８

　
町
で
は
、
こ
の
田
中
君
の
作
品
を
基

に
色
づ
か
い
な
ど
を
手
直
し
て
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。

！

｜

｜

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
入
賞
者
を
表
彰

　
お
も
ち
や
博
物
館
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

入
賞
者
の
表
形
式
が
Ｈ
月
７
日
、
役
場

正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
３
、
１
５
１
点
の
中
か
ら

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
　
入
貧
者
の
み
な
さ
ん

W

見
事
入
賞
さ
れ
た
一
人
ひ
と
り
に
、
清

水
町
長
か
ら
表
形
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
入
盲
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
人
　
選
　
田
中
政
行

　
　
　
　
　
　
　
　
♀
生
来
小
４
年
）

◆
桂
　
作
　
水
沼
優
里

　
　
　
　
干
拓
営
市
泉
が
丘
小
４
年
）

　
　
　
　
　
黒
海
優
香

　
　
　
　
言
那
須
野
町
犬
山
小
３
年
）

　
　
　
　
　
小
林
琴
美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
　
　
　
小
太
刀
一
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
謝
犬
飼
中
１
言

　
　
　
　
　
松
田
裕
樹

　
　
　
　
　
　
　
干
都
営
商
高
２
年
）

　
　
　
　
　
高
山
雅
道

　
　
　
　
　
　
　
　
呈
三
川
高
３
言



９

　　壬生町文化祭行われる

　壬生町の文化の秋を代表する第16回壬生町文化祭が10月16目

から11月13目まで壬生中央公民館で開かれ､壬生町文化協会（犬

倫理三郎会長）の各部による芸術と文化の薫る催しが行われ訪

れる人を堪能

させていまし

た。

代替地提供にご協力ください
　栃木県及び壬生町では、町内で行う公共事業の増加にともな

い、移転対象者の住居などとなる「代替地」を探しています。

　公共事業の円滑な推進のために「代替地」の提供にご協力を

お願いいたし

ます。

　なお、代替

用地のお問い

合せや代替地

のお申し出は、

役場建設部建

設課用地係(�

82-123梢緑川

へご連絡くださいo

守言句言〕脂図示

　
町
自
治
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
会
長
）

と
清
水
町
長
と
の
町
政
懇
談
会
「
町
長

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
が
、
１
１
月
1
8
日
に

稲
葉
地
区
公
民
館
と
南
犬
飼
地
区
公
民

館
、
2
4
日
に
は
壬
生
中
央
公
民
館
と
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
清
水
町
長
を
は
じ
め
、
福

島
助
役
、
毛
塚
収
入
役
、
榎
本
教
育
長
、

長
以
下
関
係
部
長
よ
り
回
答
が
な
さ
れ
、
一

町
の
発
展
の
た
め
の
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
∴
氏
生
・
経
済
・
建
設
の
４
部
長
、

教
育
次
長
が
出
席
、
各
自
治
会
長
か
ら

次
々
と
出
さ
れ
た
上
下
水
道
や
道
路
整

備
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
質
問
に
町

「
町
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」

　
自
治
会
と
町
で
活
発
な
意
見
交
換

訪俵肘)⑨窓俵脂和白。



ふ
る
さ
と
発
見
　
『
大
　
師
　
ま
　
つ
　
リ
』

バ
ス
ツ
ア
ー
町
民
号

慈
覚
大
師
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る

　
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
、
バ
ス
ツ

ア
ー
町
民
号
「
み
ち
の
く
歴
史
旅
」
が

Ｈ
月
1
0
日
か
ら
Ｈ
日
の
１
泊
２
日
に
わ

た
り
行
わ
れ
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
発
見
　
大
師
ま

つ
り
」
の
最
後
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、

巷
説
大
師
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
て
大
師

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
、
初
日
の
1
0
日
は
山
寺

（
山
形
県
山
形
市
）
、
２
日
目
の
Ｈ
日

は
瑞
巌
寺
（
宮
城
県
松
島
町
）
を
中
心

に
、
み
ち
の
く
を
旅
行
し
ま
し
た
。

　
1
0
日
に
訪
れ
た
山
寺
は
、
正
し
く
は

宝
珠
山
立
石
寺
と
い
い
、
８
６
０
年
に

清
和
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
悪
覚
大
師

が
開
い
た
、
天
台
宗
の
お
山
で
す
。
山

内
に
は
５
０
今
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の

中
心
と
な
る
本
堂
が
根
本
中
堂
で
す
。

　
中
堂
は
山
寺
と
同
じ
８
６
０
年
に
慈

覚
大
師
が
勅
願
寺
と
し
て
創
建
し
た
も

の
で
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
堂
は
全
体
の
6
0
パ

ー
ー
セ
ン
ト
に
ぶ
な
材
を
使
用
し
て
お
り
、

ぶ
な
材
の
建
築
物
で
は
日
本
最
古
と
い

わ
れ
、
天
台
宗
仏
教
道
場
の
形
式
を
よ

く
表
し
て
い
ま
す
。

　
山
寺
は
頂
上
の
如
法
堂
（
奥
の
院
）

ま
で
８
０
０
余
段
の
石
段
が
あ
り
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、
根
本
中
空
で
大
師

に
つ
い
て
の
話
を
開
い
た
あ
と
、
お
の

お
の
の
ペ
ー
ス
で
山
を
登
り
、
心
地
よ

い
汗
を
か
き
な
が
ら
１
０
０
０
今
年
の

歴
史
と
文
化
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｈ
日
に
訪
れ
た
端
巌
寺
は
、
正
式
名

称
を
「
松
島
青
龍
出
端
巌
円
福
禅
寺
」

と
い
い
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
属
し
て

お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
端
巌
寺
は
８
２
８
年
に
悪
党
大
師
が

開
削
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
天
台
宗
に

属
し
延
福
寺
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
北
茶
時
頼
が

臨
済
宗
に
改
め
、
円
福
寺
と
改
称
し
、

戦
国
時
代
末
期
に
妙
心
寺
派
に
属
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
き
な
が
ら

五
大
堂
、
本
堂
な
ど
を
見
物
し
、
歴
史

と
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
1
0
日
は
上
杉
神
社
参
拝
、

Ｈ
目
は
天
童
市
で
の
り
ん
ご
狩
り
、
塩

釜
市
の
魚
市
場
見
学
な
ど
が
あ
り
、
大

師
ま
っ
り
の
最
後
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
、
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

じ牡席順⊃
　　多彩な催し楽しむ円仁展に入場者3,700人

　町の商・工・農が一同に巣まった総合産業祭が「大師まつ

則の一環として11月３日、城址公園で行われ、主婦や家族

連れで賑わい多彩な催しを楽しんでいました。

　大師まつりの一つとして、歴史民俗資料館

の特別展「慈覚大師円仁展」が、10月16日か

ら11月20日まで催され、町内外から３､７００

入を越える入場者が訪れる好評を博し、改め

て慈覚大師の業績の大きさが知らされました。

10



住
民
自
治
組
織
の
発
展
向
上
に
尽
力

　
石
川
昭
三
氏

　
　
全
国
自
治
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

　
全
国
自
治
会
連
合
会
大
会
が
Ｈ
月
1
0

日
、
埼
玉
県
の
浦
和
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
町
自
治
会
連
合
会
長
を
務

め
る
石
川
昭
三
氏
束
原
自
治
会
長
が
、

全
国
自
治
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
る
住
民
自
治

組
織
の
充
実
並
び
に
地
域
社
会
の
発
展

石川昭三氏

や
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
表
彰
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
に
功
績

　
栗
原
林
蔵
氏

　
　
　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

　
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
　
　
著
で
あ
っ
た
と
し
て
、
栗
原
休
載
氏

で
、
住
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
　
　
（
城
南
）
が
田
月
万
一
日
付
で
、
全
国
人

普
及
高
揚
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
　
　
権
擁
護
委
員
逓
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

栗原林蔵氏

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
町
で
は

現
在
、
栗
原
氏
を
含

め
６
名
の
方
が
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　　行われたあと、子どもたち

　　や参拝者など約１、５００　　六

万……
…
…
…………………………人÷人ひと洵ｽ:に……酒井大阿闇＞①jj………:

貯
蓄
奨
励
活
動
に
尽
力

　
　
菱
田
さ
ん
が
県
知
事
表
彰
受
賞

　
貯
蓄
奨
励
関
係
者
の
表
形
式
が
付
月

１
１
日
、
宇
都
宮
市
の
プ
ラ
ザ
イ
ン
く
ろ

か
み
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
多
年
に

わ
た
り
貯
蓄
の
普
及
及
び
貯
蓄
実
践
組

織
の
育
成
指
導
に
顕
著
な
功
績
を
挙

げ
た
と
し
て
、
菱
田
素
子
さ
ん
（
緑

町
二
丁
目
）
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
菱
田
さ
ん
は
、
壬
生
町
消
費
老
友
の

会
の
会
員
と
し
て
1
6
年
間
を
務
め
、
内

心

　　菱田素子さん

３
年
間
は
貯
蓄
推
進

普
及
地
区
推
進
委
と

し
て
活
躍
、
講
演
会

や
各
種
勉
強
会
な
ど

の
開
催
を
積
極
的
に

行
い
、
貯
蓄
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
平
成
６
年
1
2
月
現
在
、
国
内
の
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
指
定
地
域
は
、

８
０
２
市
町
村
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
原
則
と
し
て

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
法
律
に
よ

っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
地
域

に
住
む
方
の
車
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外

の
地
域
か
ら
く
る
車
も
対
象
と
な
り
、

違
反
す
る
と
1
0
万
円
以
下
の
罰
金
と
な

り
ま
す
。
ス
キ
ー
や
旅
行
で
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
指
定
地
域
に
行
く
と

き
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
１
４
ｙ

号
凡
た
り
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
用
意
‐
‐
‐

し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
一
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考えてみませんか／
お子さんの性教育・エイズ教育を

　U19｀¨!|1111｀荏荏貧がほﾔ教育¨1゛191(性教育yj゛19s栓塞萎蕪蚕□″゛

ヤズ]におけるエイズ教育の報告往生前宍

　壬生高等学校では、11月17日(木)にエイズ教育の公

開授業を行い、町内の小中学校の先生が高校生の授業

を参観しました。

　・若年層の異性間行為の感染の増加と治療法開発の

　　遅れ

　・誤解・無知から生まれる偏見と差別の広がり

　このような社会の問題点を背景として教材をつくり、

｢エイズとその現状｣(２年生)として授業を組み立てました。

　具体的な内容は、次のようなものです。

・１時眼目は①エイズの基礎知識を理解させる

　　　　　　②エイズは予防できることを理解させる

　　　　　　③エイズ感染者に思いやりをもたせる

・２時眼目は①エイズはなぜ社会問題になっているか

　　　　　　②世界のＨＴＶ感染の発生状況を理解させる

　　　　　　③[ﾖ本のＨＩＶ感染の発生状況を理解させる

　　　　　　①栃木県内の感染の発生状況を理解させる

　予め地域の医師を訪問し、エイズについて尋ねるな

ど、生徒の取り組みに積極性がみられ、参観した先生

も感心しておりました。

　授業後の生徒の感想の一部を記してみます。

　できるだけ早く完全な治療法を見いだして欲しいと

思います。検査薬があるにしても、感染者が陰性に出

ることがあるなど、不安がつのる一方です。だからよ

り正確な知識を身につけて予防できるように私たちも

気を配る必要があることを痛感しました。

　少しでも感染者が滅り、また感染者が肩身の狭い思

いをしなくてすむような、堂々とできる社会(世界)

が作り上げられれば良いだろうと思いました。

エイズ

　　　サず国のエイズ流行の特徴

　現時点におけるわが国のエイズの流行状況の特徴は、

以下の７点にまとめられます。

　①患者・感染者のフ割以上が血液凝固製剤による。

　　(現在では血液対策が進められているため新たな感

　　染は心配ない)

　②性行為による感染者が急増している。

　③性行為では、異性間性接触が主流になっている。

　④在日外国人の感染者の割合が比較的多い。

　⑤感染場所は、男性も女性も国内、海外を問わず多

　　い。

　⑥母子感染、薬物乱用者の感染事例も少しづつ増加

　　している。感染経路が多様化しつつある。

　　少年がエイズ感染公表

　「ｴｲｽﾞ感染者の僕を、黙ってこのまま見殺しにし

ないで下さい」とのショッキングな内容の記事がI1月

下旬に新聞報道されました。東京都在住のA君は、未

成年者として自ら　四万ご回乙

ニイズウィルフ感心ｍ未湖心聯影
染を明らかにした　陽諮問四囲　少

こｽﾞﾊﾞ:ょづにににめ計岨胆万円　年

二二ﾉ聯言H回生

会に被害や差別の遜川田U疑聯ポイ

ツ言詐崖則副言ズ

公開しケ）ごやづい円蒜Ｕ目測苦1感

サ。　　　耶ﾄ自･（計帽し染

　こ≒ズペゾバ聯サ㈲錯乱公

いろいろ考えさせｍ言で服侑訴表

づシヒ七いﾆ上ぬｍＬに紅指え

改めてエイズ教育

をこれからも充実

させねばと実感し

ました。

ミニ知識

　その10

り

ザ
イ
ー
ル
軍
招
き
懇
談

　
　
難
民
殺
傷
事
件
の
翌
日
に

筰－ a]Sヱ,暇hi9ｮr121　よ

山月28日下野新聞掲載）

　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜=＝=====¶j♂======㎜

監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　　　　　松　本　　幸　三

⑦感染者の７割近くが関東地方からの報告である。

　しかし最近では、全国各地からの報告が増加し

　ており、今後全国的に拡大しつつある。

　このように、わが国のエイズ状況は、患者・感染折

敷が増加傾向にあり、感染経路も同性愛行為、血液凝一

因製剤を中心としたものから、異性間接触を中心とし

たものへと多様化し、かつ全国的に拡大するという新

たな局面に入っています。これは、アメリカでＨエＶ

感染者が急増しかときとよく似た状況です。

　また、未成年若にも拡大傾向がみられ、青少年に対

する適切なエイズ教育が緊急に求められています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12



町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
ｊ

壬
生
体
協
野
が
制
す

　
　
　
　
ぐ

　
第
1
0
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

犬
合
が
Ｈ
月
６
、
1
3
口
の
両
日
、
壬
生

中
学
校
第
１
体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子

Ｈ
チ
ー
ム
、
女
子
７
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
、
熱
戦
の
末
、
壬
生

体
協
が
同
じ
壬
生
町
の
シ
ュ
ー
タ
ー
ズ

を
破
り
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
女
子
の
都
で
は
当
町
の
バ
カ
ボ
ン
ズ

と
都
賀
ク
ラ
ブ
（
都
賀
町
）
が
対
戦
、

惜
し
く
も
敗
社
章
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

心゛

仁
平
回
腸
」

【
男
子
の
都
】

優
　
勝
　
　
壬
生
体
協
　
　
宝
生
町
）

準
優
勝
　
　
シ
ュ
ー
タ
ー
ズ
（
壬
生
町
）

３
　
位
　
　
都
賀
ク
ラ
ブ
　
　
（
都
賀
町
）

【
女
子
の
都
一

優
　
勝
　
　
都
賀
ク
ラ
ブ
　
　
（
都
賀
町
）

準
優
勝
　
　
バ
カ
ボ
ン
ズ
　
　
年
生
町
）

３
　
位
　
　
壬
生
体
協
　
　
宝
生
町
）

些
・
一
一
こ
一
一
二
こ
一
一
Ｆ
．
一
］
．
．
一
一

. ･ I ･ | | I L I I
IIIIIIIIIII

ス

ポ

１

ツ

＝
一
こ
．
・
．
一
ご
Ｉ
．
ご
一
一
．
ご
一
一
・
一
一
一
・
・
．

町
内
対
抗
野
球
大
会

至
宝
町
南
チ
ー
ム
優
勝

　
壬
生
町
野
球
協
会
（
佐
藤
三
郎
会
哲

主
催
の
平
成
６
年
壬
生
町
内
対
抗
野
球

大
会
が
、
1
0
月
3
0
日
か
ら
町
総
合
運
動

場
を
主
会
場
に
し
て
開
か
れ
、
町
内
自

治
会
か
ら
1
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
決
勝
は
Ｈ
月
2
3
日
、
羽
生
田
中
失
チ

ー
ム
と
至
宝
阿
南
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
攻
守
に
ま
と
ま
っ
た

チ
ー
ム
で
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
る
な
ど
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
好
試

男
子
の
部
優
勝
壬
生
体
協
チ
ー
ム

の

秋

を

飾

る

・

一

一

一

・

・

一

一

一

．

・

・

一

一

・

・

一

一

一

・

・

．

一

一

・

一

一

一

．

．

一

一

・

・

一

一

一

．

・

．

一

一

・

－

一

一

一

．

・

一

一

一

’

一

一

一

一

．

・

’

一

一

一

一

‘

一

一

・

’

‘

一

一

・

・

一

一

一

’

・

一

一

一

・

・

一

一

一

．

・

一

一

一

・

・

一

一

一

・

・

一

一

一

・

・

一

一

一

’

・

一

一

一

・

・

一

一

一

・

’

一

一

一

一

一

’

一

一

‘

一

一

一

’

‘

一

一

一

・

・

－

一

一

・

’

－

一

一

’

・

’

一

一

・

・

一

一

一

・

・

’

一

一

一

”

一

一

・

・

一

一

一

’

一

｀

一

一

‘

・

一

一

一

・

・

・

’

一

・

・

’

一

一

一

一

’

一

一

一

肌

合
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
回
に
３
墨
打

の
落
合
を
辻
番
石
村
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で

１
点
を
先
取
し
た
至
宝
灯
南
チ
ー
ム
が

６
回
に
も
敵
失
で
出
塁
し
た
桧
尾
が
盗

塁
を
決
め
、
６
番
古
葉
の
中
使
打
で
２

点
目
を
入
れ
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
２

対
Ｏ
で
羽
生
田
中
央
チ
ー
ム
を
敗
り
優

勝
し
ま
し
た
。

至
宝
阿
南
　
０
０
０
１
０
１
０

羽
生
田
中
失
　
０
０
０
０
０
０
０

審
判
玉
森
川
（
一
鈴
木
且
普
沼

２０

　
　
　
―
‐

秋
季
学
童
野
球
大
会

稲
葉
ク
ラ
ブ
が
優
勝

　
第
一
Ｄ
回
壬
生
町
秋
季
学
童
野
球
大
会

が
、
１
１
月
３
日
、
５
日
、
６
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
町
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
、

町
内
小
学
校
か
ら
1
0
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
６
日
の
決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
、
稲
葉
ク
ラ
ブ
と
安
塚
ク
ラ
ブ
。

　
走
・
攻
・
守
に
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム

同
士
の
白
熱
し
た
決
勝
戦
に
な
り
ま
し

が
、
４
回
と
５
回
に
大
量
点
を
取
っ

た
稲
葉
ク
ラ
ブ
が
１
６
対
５
で
安
塚
ク
ラ

ブ
を
敗
り
優
勝
し
ま
し
た
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

至
宝
町
チ
ー
ム
初
優
勝
を
飾
る

　
壬
生
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
塩
渾

弘
会
長
）
主
催
の
第
1
0
回
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
９
月
―
日
か
ら
７
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
町
総
合
運
動
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
の
決
勝
戦
に
は
、
下
表
町

チ
ー
ム
と
至
宝
町
チ
ー
ム
が
駒
を
進
め
、

前
半
か
ら
積
極
的
に
点
を
取
っ
た
至
宝

町
チ
ー
ム
が
、
柳
沢
投
手
の
力
投
も
あ

り
９
対
３
で
下
表
町
チ
ー
ム
を
敗
り
見

事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
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「
体
を
勤
か
す
の
が
健
康
の
秘
訣
で

す
ね
と
い
う
」
船
田
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
要
さ
ん
は
他
方
村
（
現
西
方
町
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一

出
身
で
、
犬
正
９
年
に
尋
常
高
等
小
学

校
を
卒
業
後
、
５
年
ほ
ど
実
家
で
農
業

に
従
事
し
た
あ
と
、
昭
和
２
年
に
横
浜

密達者　　ソ

カッフルカ）

城東町

鮎田 　要　さん（８８）

ハ　ルさん（８６）
夫妻

｢子猫をだいて｣

壬生小学校５年

　　　　大橋　彩

青
春
ス
ケ

ッ
チ
⑩

日本全国を旅行したい

　　落　合　早乙女　久美子さん

　スポーツをしたりプロ野球の観戦をするのが好

きだという久美子さん。彼女はヤクルトの犬ファ

ンで、よく球場まで観戦に行くそうです。

　休日はカラオケ、ショッピングなど。また、旅

行にもよく出掛けるそうで、「日本全国を旅行し

たいですね」と夢を話すとても活動的なお嬢さん

です。

壬生小学校５年

　　　荒川　美保

覗
◎
⑩
昌

14



準
優
勝
の
選
手
の
み
な
さ
ん

15

壬生町が準優勝を飾る
　　（財）県体育協会、県スポーツ少年団、県剣道連

盟主催による第17回県スポーツ少年団剣道交流大会

兼第17回全国スポーツ少年団剣道交流大会予選会が

11月27日、宇都宮市の県武道館で開催され、251名

の選手が出場しました。

　壬生町は壬生町剣道教室育成会（鰹沼和夫会長）

から11名が出場、同育政令三上義市師範の監僣のも

と、団休戦小学生の都で見事準優勝に輝きました。

　壬生町は１回戦に氏家町、２回戦に鹿沼市、準決

勝で田沼町と対戦し、順調に勝ち道みました。そし

て決勝では小山市と対戦、先鋒から大将まで一進一

退の攻防となり、２勝２敗１引き分けと勝敗教では

引き分けましたが、「一本」をとった本数が壬生町

が３本、小山市が５本たったため、惜しくも準優勝

となりました。

　　一議頗胆m‥_　　　　　　　自齢　　　　　　　　　　誼ど　蓼§でぶ斤　　　　
癩齢盲こ魂胆　　　扉呵

|ｼﾞﾆ2j15J

｡､｡。

　　1癖14R、　　　　’皿大篆　　　　　゛一漱旱

/j‥『

れ

あ

‐

‐

―

‐

－

－

－

　

　

ｊ

　

　

－

｜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

に
出
て
、
税
関
の
構
内
で
船
客
の
手
荷

物
を
預
か
る
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
藤
井
出
身
で
栃
本
の
お
裁
縫
学

校
を
卒
業
後
に
実
家
の
農
業
を
手
伝
っ

て
い
た
ハ
ル
さ
ん
と
昭
和
７
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
１
７
年
に
戦
争
の
た
め

に
日
光
に
疎
開
し
、
昭
和
3
6
年
に
定
年

退
職
す
る
ま
で
地
元
の
製
鋼
所
に
勤
務

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
製
鋼

所
寮
の
管
理
人
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
姐
さ
ん
夫
婦
が
壬
生
町
に

住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
４
７
‥

年
に
壬
生
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。

　
要
さ
ん
は
、
散
歩
を
日
課
と
し
て
お

り
、
も
う
1
0
年
以
上
も
続
け
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
見
学
な
ど
に
多
い
と

き
に
は
４
、
５
出
歩
く
こ
と
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ハ
ル
さ
ん
は
裁
縫
や
編
み
物
が
好
き

で
、
特
に
編
み
物
は
「
横
浜
に
い
た
こ

ろ
に
イ
ギ
リ
ス
入
に
教
わ
っ
た
」
そ
う

で
、
こ
た
っ
か
け
な
ど
を
毛
糸
で
よ
く

編
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ハ
ル

さ
ん
は
と
て
も
健
康
で
、
「
お
産
以
外

は
寝
た
こ
と
が
な
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
お
二
入
は
老
入
会
の
温
泉
旅
行
な
ど

に
よ
く
出
掛
け
る
そ
う
で
、
「
健
康
な

こ
と
が
一
番
の
幸
せ
で
す
ね
」
と
元
気

に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

……………………=一･………=……………=…………チピッ子ア几,ハム

だ
い
き

大
坪
ち
ゃ
ん
（
皇
威
・
長
男
）

　
二
八
神
水
　

千

八

千
５
　
５
」
］
こ
ハ
美
町
南
部
第
二

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
素
敵
な
優
し
い
千
に
育
っ
て
ね
。

あゆみちゃぇ（２歳・長女）

　　よ]高田　

干

弘

里
]ﾌﾟｻ(城　内)

お母さんから一言

　元気で、明るい子に育って下さい。

-



運
動
会
で
楽
し
い
一
目
を
過
ご
す

　
Ｈ
月
1
2
目
、
町
心
身
障
害
死
者
親
の

会
主
催
の
第
２
回
運
動
会
が
、
町
民
生

委
員
協
議
会
身
障
福
祉
部
会
、
せ
せ
ら

ぎ
学
園
、
壬
生
高
Ｔ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
、
青
年
サ

ー
ク
ル
「
ク
ラ
ブ
」
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
町
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
障
害
を
特
つ
方
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
健
康
増
進
、
保
護

者
間
の
親
睦
な
ど
を
図
る
た
め
に
一
昨

年
か
ら
１
年
お
き
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
み
な
さ
ん

の
指
導
に
よ
る
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
や
ん

体
操
に
始
ま
り
、
紅
白
に
別
れ
、
綱
引

き
、
犬
王
こ
ろ
が
し
、
ま
た
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
さ
か
や
か
な
汀
を
流
す

　
至
宝
町
南
自
治
会
（
斎
田
晃
男
会
長
）

で
は
１
１
月
1
3
日
、
東
小
学
校
に
自
治
会

員
約
２
５
０
名
が
参
加
し
て
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
治
会
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

日
は
参
加
者
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
隣

近
所
や
家
族
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
王

入
れ
、
二
人
三
脚
、
百
足
競
争
な
ど
1
0

種
類
の
競
技
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

W

交
通
安
全
と
防
犯
に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
壬
生
町
更
正
保
護
婦
人
会

　
町
更
生
保
護
婦
人
会
（
福
田
キ
ヨ
会

長
）
で
は
Ｈ
月
１
５
日
、
東
雲
荘
に
お
い

て
、
「
交
通
安
全
と
防
犯
」
に
関
す
る

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
婦
人
会
が
高
齢
者
に
対

す
る
援
助
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
友

愛
訪
問
の
際
に
、
交
通
安
全
や
防
犯
に

つ
い
て
の
指
導
に
役
立
て
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
杉
山
壬
生
幹
部
派
出
所

長
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
や
訪
問

健
康
づ
く
り
で

　
　
　
『
カ
ル
シ
ウ
ム
貯
金
』
を
学
ぶ

　
神
通
好
長
寿
会
（
高
田
知
己
会
意

で
は
、
毎
月
２
日
の
日
に
神
通
町
公
民

館
に
お
い
て
「
定
例
会
」
と
し
て
、
健

康
や
好
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
１
１
月
２
日
に
は
、
町
の
出
前
健
康
教

室
と
し
て
、
栃
木
保
健
所
の
健
康
増
進

車
に
よ
る
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　.Ja匍馨●rlalsp.･･　:.､_.....･･.･･･　･.“;}::で.:･.!]嘔-一皿1－li ・

道路清掃に汗を流す！

せせらぎ学園

　安塚のせせらぎ学園では11月１日、

園生や職員など約90人が歩道の空きカ

W

ンやごみ拾いを中心に、栃木街道や安ｌ

塚駅前など安塚地区の道路清掃を行い、ｊ

心地よい汗を流しました。　　　　　＝

　この奉仕活動は、地域における園生

の自立と社会参加の一層の促進を図る

ことを目的として行われています。

販
売
の
対
処
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講

話
が
あ

り

、
参
加
昔
二
回
真
剣
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

栃
木
地
区
協
議
会
並
び
に
栃
木
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
高
齢
者
の
方
に
配
布

い
た
だ
き
、
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
光
る
シ

ー

ル
の

つ
い
た
帽
子
が
安
管
栃
木
地
区
協
議
会

敗
葉
壬
生
支
部
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
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こ
の
日
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
る
献
立

の
試
食
や
栄
養
士
に
よ
る
食
事
に
つ
い

て
の
講
話
が
あ

り

、
み
な
さ
ん
真
剣
に

聴

き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

狛



国
民
年
金
功
労
者
表
彰

上
田
東
金
剛
地
納
税
組
合

　
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

梁
島
定
治
氏
県
知
事
よ
り
感
謝
状

　
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
事
業
の
一

環
と
し
て
Ｈ
月
1
8
日
、
県
公
館
に
お
い

て
国
民
年
金
功
労
者
表
形
式
が
行
わ
れ
、

大伝来金剛地納税組合長梁島定価氏

W

そ
の
席
上
、
上
田
来
金
剛
地
納
税
組
合

矢
垣
義
十
郎
納
税
組
合
長
）
が
社
会

保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
、
ま
た
、
浜

島
定
治
さ
ん
（
鹿
島
）
が
県
知
事
か
ら

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
納
税
組
合
は
国
民
年
金
制
度
発
足

以
来
、
組
合
員
が
一
致
協
力
し
、
国
民

年
金
保
険
料
納
付
を
堅
実
に
行
っ
て
き

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
浜
島
さ
ん
は
、
昭
和
5
4
年
よ
り
国
民

年
金
委
員
と
し
て
、
年
金
制
度
の
普
及
・

推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

壬
生
郷
友
会

　
　
　
秋
季
総
会
行
わ
れ
る

　
壬
生
郷
友
会
（
太
田
金
吾
会
長
）
の

秋
季
総
会
が
Ｈ
月
６
日
、
東
京
都
大
森

の
平
和
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
清
水
町
長
、
大
山
議
長
が

出
席
、
町
の
近
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
一

同
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
懇
親
を

一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
一
同
か
ら
歳
末
助
け
合

い
募
金
の
応
募
が
あ
り
、
一
括
し
て
町

長
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
総
会
を
郷
里
の
壬
生

町
で
開
き
、
郷
里
の
方
々
と
懇
親
の
実

を
高
め
る
こ
と
で
全
員
一
致
し
、
盛
会

裡
の
う
ち
に
散
会
し
ま
し
た
。

壬生北クラブ新人戦を制す

､_ノ　第13回学童少女新人選ソフトボール大会が町

総合運動場において、10月２日・15日の２日間

にわたり５チームが参加して行われました。

　決勝には、安塚クラブと壬生北クラブが駒を

進め、息詰まるシーソーゲームの末、壬生北ク

ラブが９対８で安塚クラブを敗り優勝しました。

壬
生
郷
友
会
史
を
寄
贈

　
百
有
今
年
の
歴
史
を
も
つ
壬
生
郷
友

会
は
、
町
出
身
者
で
東
京
及
び
そ
の
近

辺
に
居
住
す
る
方
々
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
郷
友
会
を
後
に
続
く

人
達
へ
送
る
た
め
、
郷
友
会
史
を
作
っ

て
は
の
案
が
、
平
成
４
年
の
秋
の
総
会

時
に
決
議
さ
れ
、
石
崎
　
達
氏
を
中
心

と
し
、
小
谷
野
幸
雄
氏
、
殿
塚
常
治
氏
、

小
林
國
足
八
の
編
集
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
こ
の
程
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
で
は
、
こ
の
由
緒
あ
る
会
を
長

く
記
憶
に
残
し
て
い
た
だ
こ
う
と
町
へ

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

⑤⑤‘
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

癌
檜
に
異
状
な
け
れ
ば
今
宵
よ
り

一
合
の
酒
を
二
合
に
増
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

小
春
日
の
縁
に
横
た
う
猫
の
背
に

手
っ
て
幼
の
寝
息
た
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

三
十
今
年
つ
か
い
古
り
た
亜
扇
風
機

ま
た
来
年
も
と
丹
念
に
拭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
本
　
富
美

病
む
こ
と
も
天
の
賜
い
し
休
養
と

三
日
休
め
ば
洗
濯
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
道
具
夕
美

俳
　
　
句

釣
れ
て
よ
し
釣
れ
な
く
て
よ
し
沼
小
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

フ
ノ
カ
ッ
プ
ニ
つ
並
べ
て
秋
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

尋
ね
れ
ば
巡
査
笑
顔
に
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

薬
草
を
乾
し
て
本
堂
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

17
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心

特別減税が実施されますi皿健郷即|のお心こ

税制改正により、平成６年分の所得税につい

て特別減税（所得税額の20％相当額で最高200 1

万円）が実施されることになりました。

【給与所得者】　　　　　　　　　　　｜

　年末調整を受けることになっている一般のサ｜

ラリーマンの方は、給与の支払者のもとで年末丿

調整の際に特別派税額が控除されます。　　　　ｌ

【公的年金等の受給者】

　公的年金等を受けていて源泉徴収税額がある

方は、すでに特別派税額が還付されていますが、

最終的な精算は確定申告によって受けることに

なります。

【退職所得がある方】

　本年退職され、退職所得に対する源泉徴収税

額がある方は、特別減税の適用を受けるために

は、確定申告書を提出する必要があります。

【事業所得者・不動産所得者】

　確定申告を行う必要がある方については、確

定申告の際に特別派税額が控除されます。

【源泉徴収義務者】

　給与の支払者は、年末調整の対象者について

は、必ず特別派税額を控除し、源泉徴収票を正

確に記載してください。

　くわしくは、栃木税務署(�22－0885)または

税務相談室(�23－7435)へお問い合わせくださ

い。

－

－

－

－

便利・確実・簡単な

　　口座振替をご利用ください

◇口座振替納付方法

　・全期前納　１年分を１期の納期限に振替

　・期別納付　各斯の納期限に振替

　町内の金融機関（郵便局を除Ｏで手続きをされますと、

口座から自動的に納めていただけます。

　納期を気にしたり、わざわざ出掛ける必要もなく、納め

忘れ加ありません。

【申し込み手続き】

　町内の金融機関で通帳、届出印、納付書をお持ちのうえ、

町税口座振替依頼書（各金融機関、役場税務諜に有ります）

に必要事項を記入のうえ、お申し込みください。

（納税組合加入者は、組合長の認印加必要です）

※　口座振替の開始は、口座振替依頼書を提出した翌月以

　降の納期からですが、平成７年度当初から口座振替を

　希望される方は、できるだけ平成７年２月末までにお

　申し込みくがさるようお願いいたします。

　　全期前納の申し込み加年度途中の場合は、その年度は

　期別振替で翌年度から全期前納振替となります。

◇くわしくは、役場総務部税務諜庶務徴収係（�82－1234

　内線106）へお問い合わせください。
一 一

軽自動車税の
　　納期が変更になります

｜

　平成７年度から軽自動車税の納期が４月から５月に変更

になります。

　なお、軽自動車税の賦課期日は４月１日ですので、現在

使用されていない車両の廃車手続きはお早めにお願いいた

します。

◇届出一覧

言言廉言言朧言言蕊 言言朧朧尚演目前言H

原動機付自転車

小型特殊自動車

壬生町役場住民課及び

稲葉・南犬飼出張所

軽自動車(３輪・４輪の物) 軽自動車検査協会

�0286－45－5161

２輪の小型自動車

軽自動車(２輪のもの)

関束運輪局栃木陸運支局、

�0286－58－7011

－
―
－
－
－
－
―
－
！
！

ｗ
ｗ
　
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
１
万
円
①
　
　
　
匿
　
名
様

合
１
万
円
③
　
　
　
　
東
武
ガ
ス
㈱
縁

合
６
万
１
千
円
①

　
　
濁
協
医
科
大
学
病
院
　
看
渡
部
縁

合
３
千
円
①
　
　
　
匿
　
名
様

合
３
千
７
２
６
円
⑩
粂
川
　
ひ
さ
縁

合
５
千
円
①
　
　
　
上
表
町
自
治
今
様

合
６
千
５
４
４
円
③
渡
近
古
元
禄

合
３
万
５
０
０
円
②

　
　
　
　
　
　
　
㈲
ハ
丁
代
行
縁

合
３
千
円
④
　
　
健
康
教
室
友
の
今
様

合
３
万
円
①
　
　
　
　
大
久
保
全
八
様

18

ま=……ちﾚのTうご……

　　　　12月１日現在

総人口40,096人（43）

　男　19,784人（26）

女…………1.1･1･.201,;312人 ,(17)

世帯数二犯249世帯（15）

　　　　（　）内は前月比

　
１
月
の
納
税
等

●
町
県
民
税
（
４
期
）

●
国
民
年
金
（
１
月
分
）

　
　
　
　
　
　
（
納
期
限
１
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が
大
変

込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
し
ま
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